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議長 福田　洋明　副議長 河内山　宏充

議
会
運
営
委
員
会

渕
上　

正
博

吉
國　
　

茂

平
岡　

正
一

柳
井　

靖
雄

藤
村　

政
嗣

副
委
員
長

細
田
留
美
子

委
員
長

産
業
文
教
委
員
会

田
中　
　

稔

福
田　

洋
明

平
岡　

正
一

渕
上　

正
博

河
藤　

泰
明

副
委
員
長

柳
井　

靖
雄

委
員
長

総
務
厚
生
委
員
会大

井　

哲
也

細
田
留
美
子

河
内
山
宏
充

藤
村　

政
嗣

岩
本
ひ
ろ
子

副
委
員
長

吉
國　
　

茂

委
員
長

平
成
21
年
第
３
回
平
生
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
29
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
正
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選

挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
福
田
洋
明
議
員
、
副
議
長
に
は
河
内
山
宏
充
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
お
よ
び
委
員
の
選
任
、
さ
ら
に
一
部
事
務
組
合
議
会
の
議
員
の
選
出
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

経
済
危
機
に
よ
る
景
気

の
悪
化
が
著
し
い
中
、
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
日
増
し
に
厳
し
く

な
っ
て
い
く
一
方
で
す
。

議
会
が
果
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

急
速
に
進
展
す
る
少
子

高
齢
化
、
地
球
温
暖
化
な
ど

各
種
の
行
政
課
題
へ
の
対

応
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
安
全
で
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
全

力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
。

公
正
で
円
滑
な
議
会
運

営
を
み
な
さ
ん
と
力
を
合

せ
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

就
任
の
挨
拶
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平成21年第４回平生町議会定例会が、６月18日から25日までの８日間の日程で
開かれました。提出された議案は、条例１件、同意１件、諮問１件の計３件でし
た。議案は全て全会一致で原案どおり可決されました。一般質問には、５人の議
員が町政の課題を質問しました。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
と
し
て
四
半
期
過
ぎ
の
６
月
定
例

会
は
、
こ
こ
数
年
補
正
予
算
案
関
連
の
議
案
の
提
出
は
あ

り
ま
せ
ん
。

町
長
は
、
冒
頭
の
行
政
報
告
の
前
段
で
、
国
の
補
正
予

算
に
対
し
近
々
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明
し
ま
し
た
。

［監査委員］［人権擁護委員］

平岡　正一氏中尾　一眞氏

議
会
選
出
の
平
生
町

監
査
委
員
に
平
岡
正
一

氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

前
任
の
監
査
委
員
の

辞
職
に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
、
二
年
間
で
す
。

本
年
９
月
末
を
も
っ

て
、
任
期
満
了
と
な
る

人
権
擁
護
委
員
の
諮
問

に
関
し
、
中
尾
一
眞
氏

（
佐
賀
）
を
再
び
推
薦
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

一部事務組合

渕上 正博　田中 　稔　河藤 泰明

河内山宏充　大井 哲也　河藤 泰明

田布施・平生水道企業団

農 業 委 員 会 委 員

熊 南 総 合 事 務 組 合

福田 洋明　細田留美子

吉國　茂　岩本ひろ子

周 東 環 境 衛 生 組 合

藤村 政嗣柳井地区広域消防組合

柳井 靖雄柳井地域広域水道企業団

平岡 正一監　　査　　委　　員
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質答

上
関
原
発
建
設
で
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
考
え
は

動
向
は
十
分
踏
ま
え
て
、

対
応
し
て
い
く

答
　
弁

町
長

質

答

臨時交付金で町内の活性化計画は

町内事業者が受注できる
事業を編成

質
　
問

4

渕上正博　議員

経
済
産
業
省
と
環
境
省

の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

算
定
公
表
制
度
」
で
、
国

内
の
原
子
力
発
電
所
や
核

燃
料
製
造
施
設
か
ら
、
年

間
82
万
ト
ン
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
出
て
い
る
こ
と
が

初
め
て
分
か
っ
た
。

政
府
、
財
界
は
「
原
発

は
世
界
に
貢
献
、CO2
ゼ
ロ
」

と
宣
伝
し
、
上
関
原
発
を

含
め
原
発
を
増
設
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

国
民
を
偽
り
原
発
を
増

設
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

世
界
全
体
の
流
れ
の
中

で
、
日
本
が
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
の
削
減
に
向

け
て
、
具
体
的
な
国
内
対
策

が
改
め
て
示
さ
れ
て
く
る

と
思
っ
て
い
る
。

原
子
力
発
電
所
を
含
め

た
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
つ
い
て
も
安
全
性
の
確

認
を
図
っ
て
、
事
業
を
展

開
を
し
て
い
こ
う
と
今
、

取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
安
全
性
を
し
っ
か

り
確
認
を
し
連
携
を
と
り

な
が
ら
進
ん
で
い
く
の
が

本
町
の
立
場
だ
と
思
う
。

質
　
問

政
府
は
、
09
年
度
の
補

正
予
算
で
、
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
を
交
付
す
る
。

当
町
で
は
、
小
・
中
学

校
の
耐
震
化
工
事
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。こ

の
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
今
の
不
景
気
の

な
か
、
地
元
中
小
・
零
細

業
者
に
幅
広
く
効
果
が
及

ぶ
よ
う
、
町
内
の
活
性
化

を
図
る
べ
き
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
を
た
て
て
い

る
か
。

答
　
弁

町
長

地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金
は
小
学
校

の
改
築
、
耐
震
改
修
に
活

用
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
は
、
学
校
の
耐
震
化
に

振
り
当
て
て
、
で
き
る
だ

け
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
、
き
め
細
か
な
事
業
を

積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
町
内
事
業
者
が
受
注
で

き
る
事
業
を
し
っ
か
り
編

成
を
し
て
い
く
。

建設が進められている上関原発

建替の決まった平生小学校の教室棟
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質

答

町立保育園民営化への
取り組みは

あり方を検討したい

質
　
問

市
町
村
合
併
は
一
段
落

し
、
新
し
い
時
代
に
入
る

が
、
市
と
合
併
し
た
町
村

地
域
で
は
多
く
の
不
満
が

出
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

経
験
を
生
か
し
て
、
新
し

い
地
方
分
権
に
対
応
で
き

る
合
併
を
目
指
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

上
関
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
選
択
の
結
果
と
し
て
、

原
子
力
発
電
所
の
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

安
全
の
確
保
を
求
め
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

電
源
交
付
金
の
活
用
計
画

答
　
弁

町
長

国
の
主
導
す
る
合
併
は

来
年
三
月
で
一
応
区
切
り

を
つ
け
る
答
申
が
な
さ
れ

た
。し
か
し
将
来
に
向
け
、

こ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
自
主
的
な
合
併
や
よ

り
大
き
な
基
礎
自
治
体
を

追
求
す
る
方
向
で
臨
み
た

い
。電

源
三
法
交
付
金
に
つ

い
て
は
未
定
部
分
が
多

い
。
具
体
的
な
状
況
が
動

く
段
階
で
事
務
的
な
整
備

も
す
る
。
こ
の
交
付
金
は

適
用
範
囲
も
広
く
活
用
し

た
い
。

質
　
問

町
立
保
育
園
を
民
営
化

す
る
方
針
で
進
め
て
き
た

が
、
大
野
、
曽
根
保
育
園

を
民
営
化
し
て
以
後
進
ん

で
い
な
い
。

こ
の
間
、
保
育
士
な
ど

の
退
職
後
、
補
充
採
用
を

し
な
い
で
、
パ
ー
ト
で
対

応
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
町
立
保
育

園
で
の
パ
ー
ト
の
比
率
が

60
％
近
く
に
な
っ
て
い

て
、
責
任
あ
る
体
制
か
問

題
が
あ
る
。

ま
た
、
職
員
と
パ
ー
ト

の
方
々
と
の
賃
金
等
の
格

差
が
目
に
あ
ま
る
状
況
に

あ
る
、
ど
の
よ
う
に
解
決

さ
れ
る
の
か
。

答
　
弁

町
長

保
育
園
の
運
営
費
が
一

般
財
源
化
さ
れ
、
経
営
的

に
は
苦
し
い
状
況
で
あ

る
。保

育
園
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
来
年
度
あ

た
り
に
は
方
向
を
出
し
た

い
。職

員
と
パ
ー
ト
の
賃
金

格
差
に
つ
い
て
は
、
解
消

し
な
い
と
い
け
な
い
。

財
源
面
か
ら
も
業
務
面

か
ら
も
、
実
態
を
よ
く
勉

強
し
て
で
き
る
だ
け
解
消

し
て
い
く
。

本
件
は
保
育
園
の
あ
り

方
検
討
と
同
時
に
研
究
し

た
い
。

5

平岡正一　議員

質

答
より大きな基礎自治体を追求
する。交付金は広く活用したい

も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

町
長
の
考
え
と
対
応
を

聞
く
。

合併、電源交付金への
取り組みは

あり方が検討される保育園（宇佐木保育園）
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質

答

高齢者が安心して
暮らせる町を

理念は「生涯現役の
まちづくり」

質答

家
庭
基
盤
の

充
実
支
援
を
望
む

地
域
と
の
連
帯
強
化
の
支
援
を
行
う

質
　
問

高
齢
者
福
祉
計
画
の
今

回
の
特
徴
は
何
か
。

介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
平
成
23
年
度
に
廃
止

さ
れ
る
が
社
会
的
入
院
者

の
行
き
先
の
確
保
は
ど
う

か
。介

護
保
険
は
平
成
18
年

に
改
正
さ
れ
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護
予

防
支
援
業
務
を
独
占
的
に

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

町
は
運
営
の
公
正
・
中

立
性
を
ど
の
よ
う
な
基
準

で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

る
か
。

高
齢
者
福
祉
計
画
の
特

徴
と
し
て
「
生
涯
現
役
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
し
て
、
介
護
予
防
、

暮
ら
し
や
す
さ
、
安
心
介

護
の
三
つ
を
基
本
目
標
と

し
て
い
る
。

光
輝
病
院
に
つ
い
て
は

今
後
と
も
継
続
し
て
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

町
と
し
て
努
力
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
公
正
・
中
立
性
の
確

保
は
運
営
協
議
会
に
よ
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
評

価
基
準
は
作
っ
て
い
な
い
。

質
　
問

内
閣
府
は
平
成
19
年
度

に
「
家
族
・
地
域
の
き
ず

な
を
再
生
す
る
国
民
運
動
」

を
決
定
し
て
い
る
。
県
も

毎
月
第
３
日
曜
を
「
家
庭

の
日
」
と
定
め
て
い
る
が

町
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

家
族
の
社
会
的
機
能
は

生
活
リ
ス
ク
か
ら
家
族
を

守
る
こ
と
、
次
世
代
を
育

成
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は

役
場
の
仕
事
に
も
つ
な
が

る
。
家
庭
基
盤
の
充
実
支

援
に
つ
い
て
町
長
の
所
見

を
問
う
。

答
　
弁

町
長

平
生
町
の
場
合
、
家
庭

と
社
会
と
の
き
ず
な
を
深

め
る
た
め
の
特
別
な
設
定

は
し
て
い
な
い
が
、
い
ろ

い
ろ
な
子
ど
も
会
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
公
民
館

活
動
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み

で
参
加
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
作
っ
て
い
る
。

核
家
族
化
が
進
む
中
で

こ
う
し
た
機
会
を
利
用
し

て
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
そ
し
て
地
域
と
の

連
帯
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
基
盤
の
充
実
強

化
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

6

細田留美子　議員

答
　
弁

町
長

ますます元気！　カラオケ発表会

イモの植え方を習う子供たち
（大野公民館）
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質答

中
小
企
業
振
興
対
策
は

借
り
入
れ
支
援
を
行
う

田中　稔　議員

質
　
問

18
年
度
の
監
査
委
員
の

決
算
意
見
書
で
は
、「
精

査
選
択
に
よ
る
メ
リ
ハ
リ

あ
る
行
政
運
営
を
さ
れ
た

い
」
と
あ
る
。

町
の
歳
入
増
対
策
も
含

め
、
歳
出
で
は
学
校
耐
震

化
等
諸
課
題
が
多
く
歳
出

圧
力
は
高
い
。
ど
う
優
先

順
位
を
つ
け
て
町
政
運
営

を
す
る
か
。

19
年
度
で
は
「
中
・
長

期
の
将
来
計
画
を
立
て
、

町
の
自
律
的
な
政
策
立
案

機
能
の
構
築
を
さ
れ
た

い
」
と
あ
る
。
将
来
的
に

経
済
活
性
化
等
、
安
定
的

な
財
源
確
保
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
町
長
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
　
弁

町
長

18
年
度
は
歳
入
確
保
の

検
討
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
19
年
度
は
行
政
の

定
員
管
理
の
適
正
化
及
び

新
た
な
給
与
制
度
の
確

立
、財
政
の
健
全
化
対
策
、

行
財
政
計
画
を
進
め
た
。

防
災
を
含
め
て
安
全
、

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
最
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
具
体
的

な
将
来
の
展
望
等
に
つ
い

て
は
、
ま
た
改
め
て
議
論

を
し
て
い
く
。

質

答

平生町監査委員の
決算意見書への対応は

安全、安心できる
まちづくりが最重点課題

こ
の
不
況
の
中
、
商
店
、

企
業
は
恒
常
的
に
不
振
で

あ
り
、
苦
し
ん
で
い
る
こ

と
は
全
国
共
通
の
問
題
で

あ
る
が
な
ん
と
か
打
開
し

た
い
と
暗
中
模
索
し
て
い

る
。
町
で
も
講
習
会
と
か

研
修
会
を
開
く
な
ど
の
配

慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
町
長
の
考
え
と
町
の

取
り
組
み
を
問
う
。

２
点
目
に
、
町
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
は
、
若
者

の
働
く
場
の
確
保
が
で

き
、
定
住
に
も
つ
な
が
り

町
の
活
性
化
に
な
る
。

町
の
未
来
を
考
え
、
希

望
の
持
て
る
働
く
場
を
作

る
取
り
組
み
は
。

質
　
問

中
小
企
業
の
振
興
対
策

と
し
て
、
中
小
企
業
の
相

談
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
習
会

は
、
商
工
会
を
中
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
は
、
こ
の
取
り
組
み

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。ま

た
、
大
変
経
済
が
厳

し
い
中
で
、
特
定
の
中
小

企
業
者
に
認
定
を
し
て
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

入
れ
が
容
易
に
な
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

若
者
の
雇
用
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
企
業
誘
致

の
取
り
組
み
を
し
て
い

く
。

7

岩本ひろ子　議員

答
　
弁

町
長

曽根地区自主防災組織の合同防災訓練

たくさんの人でにぎわう
特産品センター
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◆
原
稿
募
集
◆

議
会
の
こ
と
、
我
が
町
自
慢
、
つ
れ
づ
れ
に
思
う
こ

と
何
で
も
結
構
で
す
。

・
字
　
数
　
４
０
０
字
以
内

・
締
切
日
　
平
成
21
年
９
月
30
日

・
提
出
先

平
生
町
役
場
議
会
事
務
局
　
議
会
広
報
担
当
者

紙
面
の
都
合
で
一
部
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

掲
載
文
に
は
薄
謝
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

我
が
家
の
息
子
と
夏
野
菜

は
元
気
い
っ
ぱ
い
。

土
作
り
は
肥
料
を
撒
き
散

ら
し
、
種
ま
き
で
は
口
に
入

れ
、
朝
の
水
や
り
は
ゾ
ウ
さ

ん
の
ジ
ョ
ウ
ロ
で
鉢
よ
り
自

分
の
靴
の
方
が
水
浸
し
。
収

穫
は
、
ひ
と
つ
採
る
た
び
に

「
か
わ
い
い
」
と
言
い
な
が
ら

笑
顔
で
頬
ず
り
。

で
も
、
こ
の
無
駄
こ
そ
が
、

子
供
に
と
っ
て
成
長
の
大
切

な
「
肥
や
し
」
に
な
る
ん
で

す
よ
ね
？

無
駄
遣
い
は
い
け
ま
せ
ん

が
、「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
そ

ん
な
無
駄
を
「
肥
や
し
」
に

し
て
、
親
し
み
や
す
い
誌
面

作
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

河
藤
　
泰
明

３
月
９
日
〜
18
日

第
２
回
定
例
会
　

３
月
９
日

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会

３
月
18
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

３
月
19
日

町
環
境
審
議
会

３
月
26
日

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会
　

４
月
９
日

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会
　

４
月
15
日

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会
　

５
月
21
日

議
会
運
営
委
員
会

５
月
27
日

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

５
月
28
日

産
業
文
教
常
任
委
員
会

５
月
29
日

第
３
回
臨
時
会

議
会
全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
広
聴
調
査
特
別
委

員
会
　

６
月
４
日

議
会
運
営
委
員
会

６
月
８
日

議
会
全
員
協
議
会
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（Ｈ21・３／９～Ｈ21・６／17）

議会広報広聴調査特別委員会

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す大

井　

哲
也

田
中　
　

稔

渕
上　

正
博

岩
本
ひ
ろ
子

河
内
山
宏
充

副
委
員
長

河
藤　

泰
明

委
員
長

　

私
た
ち
６
人
が
今
回
か
ら
の「
議
会
だ
よ
り
」を
担
当
し

ま
す
。

　

気
軽
に
手
に
取
っ
て
も
ら
い
、読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

投
稿
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。


